
○戦後最大流量を記録した平成26年８月台風第11号による深刻な浸水被害を踏まえ、持井箇所で設計を実施。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（持井箇所堤防整備）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

持井箇所

現地状況写真現地状況写真

持井箇所

持
井
橋

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
四国地方整備局

11/000

5
0

5
0

3
0

4 0

6 0

7
0

4
0

6
0

3 0

・

道

方

80.6

14.3

18.4

19.1

21.4

18.0

14.7

19.7

17.2

14.7

17.8

23.8

19.1

13.2

12.5

17.0

13.8

15.1

14.5

22.1

18.5

30.5

32.5

31.9

30.9

17.8

15.4

16.8 島 線
松

勝

浦

線

阿

南

主

要

地

水
源

揚
水

機
場

根固

敷石 11/400

持井箇所

写真① 県道浸水状況
（H26.8台風第11号）平成26年8月台風第11号浸水範囲

写真① 通常時写真①

那賀川

凡 例

居宅・倉庫・車庫等

浸水区域

持井箇所

加茂箇所

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（地震・津波・高潮対策）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

○東日本大震災を踏まえ大規模地震・津波への対策を見直し、那賀川・桑野川河口部の堤防の嵩上げ、

地盤の液状化による沈下を抑制する対策、河川管理施設の耐震化を実施。

令和６年度は原ヶ崎箇所の樋門本体、築堤護岸工事、液状化対策工事及び黒津
地箇所の築堤護岸工事を実施。
令和７年度は原ヶ崎箇所の樋門ゲート・上屋工事及び築堤護岸工事を実施。

原ヶ崎箇所

地震・津波・高潮対策イメージ図

樋門本体工実施状況（R7年1月撮影）

黒津地箇所
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令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
四国地方整備局

黒津地箇所
（築堤護岸）

原ヶ崎箇所
（液状化対策・築堤護岸）

原ヶ崎箇所
（樋門ゲート・上屋）

築堤護岸工実施状況（R7年1月撮影）

富岡港海岸
（辰巳地区）
（徳島県）

原ヶ崎箇所
（樋門本体）



高水敷整備

河道掘削

高水敷整備

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（侵食対策）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

岩脇・古庄・下大野箇所

完了

R6実施箇所

施工中(R7年1月撮影)

○河道の二極化及び深掘れによる堤防の侵食被害を防止するために、河道掘削及び高水敷整備を実施し、

堤防の安全度を高める対策を推進。

古庄箇所

施工中（R7年1月撮影）

局所洗掘対策イメージ図

岩脇箇所

施工前（R6年7月撮影）

令和６年度は岩脇箇所・古庄箇所・下大野箇所の高水敷整備を実施。
令和７年度は下大野箇所の高水敷整備を実施予定。

施工前（R6年5月撮影）

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
四国地方整備局

完了

R6実施箇所

R7実施予定

○瀬環境を保全・再生するため、緩傾斜をつけた砂州の切下げによって、アユの産卵場やナベヅルがねぐらとして利用で
きる浅瀬の整備を実施した。

○令和７年度はモニタリングを継続しつつ、河床低下緩和のための床止工を設置し、アユの産卵場の保全・再生を行う予
定である。

現況河道

高水敷
低水護岸

現況河道

高水敷
低水護岸

モニタリングを行いつつ
河床整生を実施

緑字：自然再生事業
赤字：治水事業

高水敷整備 偏流緩和と河積確保のため

２０２１．１２．１４

ナベヅル飛来状況
（ねぐら利用）

餌場へ

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

●グリーンインフラの取組 自然環境の保全・復元などの自然再生（瀬環境・浅瀬の保全・再生）

那賀川

２０２４．２

施工後

２０２４．１１．２０

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
四国地方整備局

アユ産卵場の状況
（アユの卵）

那賀川

掘削土砂を活用した高水敷整備

偏流緩和と河積確保のため
の河道掘削

２０２３．１

施工前



HWL

川表断面拡大工法

ブランケット工法

計画堤防高

表のり面遮水工法

裏のり置換工法

※現場の状況に応じ適切な工法を組み合わせる。

浸透水

川表遮水工法

川表断面拡大工法：

表のり面遮水工法：

ブランケット工法：

川表遮水工法 ：

裏のり置換工法 ：

堤防断面を浸水しにくい材料により大きくして、河川水を浸透しにくくする。

川側堤防斜面（表のり面）を護岸等により被覆することで、河川水を浸透しにくくする。

また、現場条件により覆土を行う。

河川敷（高水敷）を透水しにくい材料（主として土質材料）で被覆することにより、河川水を浸透しにくくする。

川側堤防斜面（川表のり尻）等に止水矢板等により遮水壁を設置することにより、河川水が基礎地盤へ浸透しに

くくする。

堤体の居住地側斜面（川裏のり尻）にせん断強度の大きい材料で置き換え、堤体の安定性を増加させる。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（漏水対策）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

○洪水を安全に流下させるため、漏水対策として堤内地盤への盛土等を実施。

令和６年度は吉井箇所の用地調査等を実施。

堤体漏水発生イメージ図

川表側

堤体を浸透した水によって堤体が崩れる

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
四国地方整備局

漏水対策イメージ図

実施箇所令和７年度は吉井箇所の用地買収を実施予定。

対策済み

R6.7年度実施（予定）

R8年度以降

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（長安口ダム堆砂対策）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

堆砂除去工事

堆砂除去状況（追立地区）

進入路施工済（追立地区）

○長安口ダム上流域は急峻な地形、脆弱な地質を有し、日本有数の多雨地帯であることもあいまって、

流域の土砂生産が顕著である。そのため、多量の土砂流入により有効貯水容量が減少。

○長安口ダムの貯水池機能を保全するためのダム上流域堆砂除去工事、効率的な堆砂除去を行うための

貯水池への進入路工事を行うとともに、長期的堆砂対策の設計を実施。

堆砂除去状況（川尻地区）

長安口ダム上流（追立ダム上流・坂州木頭川・那賀川本川）
で平成19年から約223万㎥の堆砂除去を実施。

堆砂除去状況（阿津江地区）

川尻

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
四国地方整備局

追立

追立

Ｒ６年度は、堆砂対策施設設計の実施及び総合土砂管理の検討を実施。
Ｒ７年度は、堆砂対策施設設計の実施及び総合土砂管理の検討を予定。

長期的堆砂対策の検討

阿津江



那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

●グリーンインフラの取り組み ○○対策（○○整備）

○ダム貯水池容量の維持とダム下流の河川環境改善（粗粒化の解消など）を目指して、長安口ダム上流に堆積した土砂

を掘削し、ダム下流への置土(土砂還元)を実施し、令和７年度も同様に実施する予定。

○平成19年から令和６年度までに約223万㎥（令和６年度のみで約9.0万㎥の予定 ）の土砂を除去し、約186万㎥の土砂を還元。

○土砂還元により、淵であった箇所に瀬や砂礫河原が出現し、変化に富んだ河川環境が復元。

○川口ダム上流河道では、土砂還元により供給された礫が主体の河床材料で構成される箇所において、新たにアユの

産卵場を確認。

●グリーンインフラの取組 自然環境の保全・復元などの自然再生（置土）

R3.12
追立

堆積土砂掘削の様子（R5.7撮影）

置土場

置き土砂の様子（R6.12撮影）

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
四国地方整備局

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（小見野々ダム再生）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

○洪水時に下流河川の水位を低減し、流域の洪水被害を軽減する対策として、既設小見野々ダムの有効活用方策の検討、

関連調査等を令和６年度に実施。

○小見野々ダム再生方法の検討及びダム周辺地質調査、周辺環境調査を令和７年度に実施予定。

ダム再生方法の検討

ダム下流移設案（イメージ）トンネル案（イメージ）ゲート改造案（イメージ）

ダム再生の例

ボーリング調査

調査・測量範囲

猛禽類調査

ダム周辺地質調査・環境調査

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
四国地方整備局

小見野々ダム

R6.12.20撮影



平成19年
(徳島県から国交省に移管時）

令和２年 令和６年度変更実施

1,096万㎥
平常時最高貯水位 EL.225.0m

予備放流水位 EL.219.7m 1,200万㎥

平常時最高貯水位 EL.225.0m

予備放流水位 EL.218.7m 1,680万㎥

平常時最高貯水位 EL.225.0m

予備放流水位 EL.215.7m

洪水調節容量 洪水調節容量 洪水調節容量

■改造事業（新設洪水吐設置）完了に伴い、
洪水調節容量を1,200万㎥に増強。

■戦後最大規模の平成26年台風第11号洪
水を安全に流下させるために
○洪水調節容量を1,680万㎥に増強
○洪水調節開始流量を3,000㎥/sに増加

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（長安口ダム操作規則変更）

〇長安口ダムの洪水調節容量は、平成19年の直轄移管時点では1,096万㎥

〇令和2年の新設洪水吐設置完了に伴い、1,200万㎥に増強。

〇平成26年台風第11号洪水において甚大な被害が生じた『和食地区』の浸水対策が完成（R3.5）、『加茂地区』の

浸水対策が完成（R4.5）

〇令和5年度に貯水池斜面の観測体制が調い、本格的なダム管理に移行。

〇戦後最大規模の平成26年台風第11号洪水を安全に流下させることを目的に、操作規則変更を実施。

洪水調節開始流量：2,500㎥/s 洪水調節開始流量：2,500㎥/s 洪水調節開始流量：3,000㎥/s

令和６年度の取組
四国地方整備局

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（放流警報設備の強化）

○長安口ダムの放流警報設備の表示内容を１種類(放流中)から３種類(放流中、警戒、非常)に増やし、

ダムからの放流状況の危険度が分かるように一部改良済み。

（Ｒ４年度 8箇所設置、Ｒ５年度 3箇所設置、Ｒ６年度 0箇所、Ｒ７年度以降 10箇所設置予定)

①表示の内容（案）

表示内容（案）
現状 改良後 表示の状況 備考

放流中
放流中 ゲート放流中 ゲート放流開始 ～ 3,000m³/s

警 戒 放流量3,000m³/s到達 洪水調節開始

非 常 緊急放流開始3時間前

イメージ図

放流中

警戒
（3,000m³/s）

非常
（緊急放流開始3時間前）

全21カ所中11カ所設置

放流量流入量②表示のタイミング（案）

令和７年度の取組予定
四国地方整備局



那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

●グリーンインフラの取組 那賀川かわまちづくり

○水辺空間の「観光・交流」「にぎわい」「憩いの場」を創出し、那賀川中流域の水辺空間利用促進、

上下流の交流促進、地域の活性化を目的とする。

○長安口ダム下流の左右岸に設置している、ダムの景色や放流を見学することが可能な展望所について、

拡幅やダムカード枠を設置。

○ダム直下からダム本体・ゲートのライトアップ設備を整備。

ダムカード枠の設置

右岸展望所拡幅

ダムライトアップ

令和６年度の取組
四国地方整備局

被害対象を減少させるための対策（災害対策用機械配備状況）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

○那賀川河川事務所では、台風や豪雨等により発生した浸水を速やかに排水し、被害軽減を図る排水ポンプ車、夜間に

災害現場の復旧作業を補助する照明車などを保管し、定期的な車両・機器の点検整備や操作訓練などを実施。

○令和６年度には、豪雨時の排水作業を迅速かつ確実に実施できるよう、排水ポンプ車等の操作訓練を実施。

令和７年度も同様に実施予定。

○内水等により浸水の恐れがある場合など、関係機関の要請により配備が可能。

令和６年度 排水ポンプ車操作訓練

桑野川（R6.6.13）
那賀川河川事務所

令和６年８月台風１０号 配備状況

深瀬地区

災害対策用機械配備状況（令和６年度）

排水ポンプ車【 30㎥/min】 ３台
排水ポンプ車【 60㎥/min】 ２台
排水ポンプ車【150㎥/min】 １台
排水ポンプ装置【30㎥/min】 １台
照明車 ３台
照明装置 ２台
待機支援車 １台

原ヶ崎地区

原ヶ崎地区

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
四国地方整備局

深瀬地区

那賀川・派川那賀川（R6.8.28～31）
那賀川河川事務所



○第６回那賀川水系流域治水協議会で決定した、「関係住民等の流域治水への理解を深める取組」として、令和４年７
月から住民（防災士・地域自主防災会・企業・団体等）を対象とした流域治水に関する勉強会を実施。令和７年２月
時点の累計で全50回開催、約1700名の参加人数となっており、令和７年度も継続して実施する予定。

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（流域住民に向けた勉強会の実施）

被害対象を減少させるための対策（流域住民に向けた勉強会の実施）

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
四国地方整備局
徳島県・阿南市

１．那賀川流域の水災害に係る特性
２．治水の経緯と水害リスク
３．これからの水災害対策 ～流域治水～
４．流域治水の自分事化
５．もし堤防が決壊すれば？【浸水ナビ】

勉強会の主な内容 勉強会開催状況

流域企業での説明会 商工会議所研修会

勉強会の様子

地元中学校での出前授業

開催日 対象機関 参加者数
7月21日  那賀川工業用水利水者協議会 約 30 名
7月29日  阿南商工会議所／水環境研究会 約 50 名
10月12日  阿南商工会議所／女性会 約 10 名
10月14日  辰巳工業団地立地企業等連絡会 約 30 名
11月2日  とくしま事前復興まちづくり ファシリテータ養成講座 約 50 名
12月3日  那賀川アフターフォーラム総会 約 20 名
2月8日  阿南市防災士の会／役員会 約 10 名
2月23日  大野町防災連合会 約 50 名
3月3日  日亜化学工業（株） 約 80 名
3月6日  王子製紙（株） 約 20 名
3月12日  那賀川町 約 120 名
3月27日  阿南市農業委員会 約 20 名
4月8日  阿南市防災士の会／総会 約 20 名
4月18日  中野島自主防災組織連絡協議会 約 20 名
6月25日  那賀川町芳崎自主防災会 約 20 名
6月26日  阿南商工会議所 約 30 名
7月13日  那賀川工業用水利水者協議会 約 30 名
9月1日  加茂谷中学校 約 50 名
9月3日  御霊町・蛭子町 約 30 名
10月1日  阿南市消防団 約 25 名
10月6日  阿南工業高等専門学校 約 80 名
10月29日  富岡地区 約 25 名
11月3日  長生地区 約 20 名

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

開催日 対象機関 参加者数
11月6日  富岡地区自主防災会 約 20 名
11月16日  中野島地区住民 約 30 名
12月14日  阿南ロータリークラブ 約 40 名
12月15日  那賀町小中学校校長会 約 15 名
12月17日  赤池在所地区自主防災会 約 70 名
4月12日  那賀町消防団幹部会 約 20 名
6月30日  領家町自主防災会 約 30 名
7月5日  大野小学校 約 20 名
7月17日  那賀川工業用水利水者協議会 約 50 名
7月18日  加茂谷中学校 約 50 名
7月21日  西路見地区自主防災会 約 20 名
7月28日  下苅屋地区自主防災会 約 15 名
9月14日  本庄地区連絡会・いずみの里自主防災会 約 20 名
9月19日  阿南市幼小中学校防災担当研修会 約 60 名
10月3日  岩脇小学校 約 30 名
10月26日  那賀川を学ぶ講座 約 30 名
10月27日  那賀川町三栗地区自主防災会 約 15 名
11月9日  那賀川を学ぶ講座 約 30 名
11月20日  大野小学校 約 20 名
11月22日  徳島県商工会議所女性会連合会研修会 約 60 名
12月3日  富岡地区 約 10 名
1月29日  原ヶ崎地区 約 10 名
2月27日  中野島地区 約 30 名

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和６年度の取組
徳島県 県土整備部

○事前防災対策を計画的かつ着実に推進するため、那賀川・宮ヶ谷川の河川改修や

土砂・流木を流出抑制する砂防施設などのハード整備を推進

※位置図は那賀川水系河川整備計画から抜粋

■ 河川整備（県管理区間） 平成26年8月の台風第11号に伴う豪雨により浸水被害が発生した那賀川「出原地区」ほか３箇所、宮ヶ谷川の河川改修を推進

出原地区：護岸整備

十八女地区：堤防整備

■ 海岸保全施設の整備

海岸侵食対策として大規模突堤の整備
を推進

松ノ木谷：砂防堰堤の整備

土砂・流木等の流出を抑制する
砂防堰堤を建設中

■ 砂防施設の整備

阿井地区：堤防整備

堤防整備区間

今津坂野海岸：大規模突堤の整備

広域河川改修事業 那賀川【阿井地区】
主要工種：築堤など
Ｒ６：樋門工事 Ｒ７：樋門工事・用地取得

広域河川改修事業 那賀川【十八女地区】
主要工種：築堤など
Ｒ６：擁壁工・用地取得 Ｒ７：擁壁工・用地取得

通常砂防事業
主要工種：砂防堰堤工など Ｒ６：本堤工 Ｒ７： 本堤工

通常砂防事業 ミサゴ
主要工種：砂防堰堤工など
Ｒ６用地交渉 Ｒ７：用地交渉 今津・坂野海岸浸食対策事業

主要工種：大規模突堤整備など
Ｒ６：ブロック据付 Ｒ７：ブロック据付

広域河川改修事業
【和食地区】

主要工種：橋梁など
Ｒ６：橋梁架替
Ｒ７：橋梁架替

宮ヶ谷川
主要工種：宅地嵩上げ、護岸など Ｒ６：護岸整備・宅地嵩上 Ｒ７：護岸整備

広域河川改修事業 【 地区】
主要工種：護岸など Ｒ６：橋梁架替 Ｒ７：橋梁架替

河道断面の確保の
ための橋梁架替

堤防整備区間

宅地嵩上げと連携
した河川改修

Ｒ６：ﾌﾞﾛｯｸ据付

Ｒ６：本堤工 Ｒ６：護岸整備

Ｒ６：橋梁架替

下部工



那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（防災情報の充実化、水害リスク空白域の解消等）

○「逃げ遅れゼロ」を目指し、避難の実行性向上に繋げる「防災情報の充実化」や
「災害の自分事化に向けた取組」など、流域・氾濫域での被害軽減に向けた取組を推進

令和６年度の取組
徳島県 県土整備部

河川監視カメラの映像配信

Youtube

Youtubeに加えて新たにCATVによる
リアルタイム配信（県内２２河川２８箇所）

県公式LINEの活用

防災情報を
プッシュ型で配信

伝わる情報へ

（災害時） （平時）

全494河川のうち
Ｒ６.4 １５８河川公表
R7.5 280河川公表予定

那賀川水系南川

VR動画で外水・
内水氾濫の様子を観察

加茂谷中学校鷲敷小学校

水害に備えるファミリー
タイムラインを作成

防災情報の充実化 災害の自分事化に向けた取組

R6.12.24
水災害に関する減災会議

能登半島豪雨等を踏まえ、
「避難判断」に関する
「防災情報」を互いに共有し、
「被害の最小化」に向けた取組

国土交通省・徳島県
２４市町村が参加

住民目線に立った情報発信

選択したダムごとに
放流情報等の
受信が可能に

徳島県公式LINE

水害リスク情報空白域の解消

中小河川の洪水浸水想定区域図の作成

流域治水パンフレットの作成

流域治水に関する住民の意識醸成

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

●グリーンインフラの取組（大津田川の希少種生息環境の保全・再生）

○貴重な湿地と豊かな自然が広がる「大津田川」の環境保全・再生を図る河川改修と

希少種「オグラコウホネ」の移植

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定

徳島県

凡例
要改修区間
改修済み区間
河川

位置図

オグラコウホネの移植状況

・河道拡幅から豊かな自然環境を再生するため、鉄線籠型多段積護岸を
実施

【オグラコウホネの概要】
・スイレン科に属し、ため池や 河川、水路などに

生育する多年草の水草
・環境省レッドリスト 絶滅危惧II類

徳島県版レッドリスト 絶滅危惧IB類に分類

令和６年度移植対象範囲
オグラコウホネ

計画高水位

灌漑期水位 +2.300

1:
0.
5

オグラコウホネの移植

15.0m～13.0m

非灌漑期水位

1:0.5

用地境界

管理用通路幅 管理用通路幅

45°

砕石舗装

ほ場整備
(計画中)

45°

砕石舗装

用地境界

河床高を変化させ生育可能な水深を確保

B ≧3.0m B ≧3.0m

覆土

練石積

0.
3m

2.
5m

1.
0m

吸出し防止材
t=10mm

鉄
線
籠
型
多

段
積
護
岸

7
@
50
0

=
35
00

現河床土(オグラコウホネの根茎を含む)を敷設：t=30cm以上
※同時に二枚貝の移植も可能

寄せ石
(在材)

吸出し防止材
t=10mm

元の河床形状をスライドダウンさせるイメージ
（水深に変化を付ける）

▽計画河床高
（定規）

オグラコウホネの現況生育域

鉄線籠型多段積護岸

寄せ石

環境に配慮した河川改修

・工事影響範囲に自生する希少種「オグラコウホネ」を水域環境の

保全のため移植

・環境保全・再生を図る河川改修を推進
・希少種の移植効果や知見収集のためのモニタリング調査を実施

■令和６年度の取組

■令和７年度の取組予定

・今年度より、希少種「ウマスゲやフサスゲ、ミズタカモジ」の

移植を実施



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（森林の整備・保全）

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和６年度の取組
徳島県

気候変動に伴う大雨の激化・頻発化により山地災害が激甚化する中、水源涵養機能や土砂流出防止機能等、森林
が持つ公益的･多面的機能の適切な発揮に向け森林整備（造林･林道事業）や治山事業を実施した。

●千本谷
●大谷

●みさご山

■横石谷山線■星越神戸丸線

■岩倉蝉谷線

■長安海川線

※R5年度(補正)＋R6年度

●船谷
森林整備の基盤となる林内路網整備

森林の維持造成に必要な治山事業間伐により整備された森林

確実な森林更新を図る再造林

●つづら谷●高野瀬

●治平谷

●グリーンインフラ 森林が持つ多面的機能の強化

（治山ダム工：船谷地区）

○ 雨水の流出抑制 ○ 土砂・流木の流出抑制
下流域への

造林事業 40ha 造林、間伐

■林道事業 13路線 開設 1,327m、改良 543m

●治山事業 10地区
治山ダム9基､山腹工0.03ha､
本数調整伐22.7ha

●野久保谷

●大美谷

●大谷シレイ谷

（林道整備：横石谷山線）（再造林：木頭地区）

（間伐：上那賀地区）

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（森林の整備・保全）

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

森林整備による土壌浸透能の向上効果

造林事業 50ha(予定) 造林、間伐

■林道事業 13路線(予定) 開設 1,683m、改良 379m

●治山事業 11地区(予定)
治山ダム8基､山腹工0.04ha､
本数調整伐14.8ha

●千本谷

●野久保谷

●大谷

●みさご山

■横石谷山線
■星越神戸丸線

■岩倉蝉谷線

■長安海川線

令和７年度の取組予定
徳島県

流木を補足した流木捕捉式治山ダム工

治山事業の実施による流木・土砂の流出抑制効果

土砂流出を軽減した治山ダム工

●船谷 手入れ不足の森林 間伐後の森林

●高野瀬

●治平谷

●つづら谷

●大美谷

気候変動に伴う大雨の激化・頻発化により山地災害が激甚化する中、水源涵養機能や土砂流出防止機能等、森林
が持つ公益的･多面的機能の適切な発揮に向け森林整備（造林･林道事業）や治山事業を実施予定。

●グリーンインフラ 森林が持つ多面的機能の強化

●蝉谷

●大谷シンゴヤ谷



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（農業農村整備）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定

徳島県

○農地が持つ雨水貯留機能の発揮や排水路整備による地域排水の改善に向けたほ場整備の実施。
ため池の整備を行い、堤体を増強したことで洪水調整機能の発揮が可能。

整備前

区画整理・排水路の整備：
地元協力のもと「田んぼダム」の取組を推進

長生西部地区
整備済

長生西部地区
整備済

長生中央地区

R６ 区画整理

R4まで 区画整理

那賀川水系 一級河川 桑野川

大津田川

R７ 区画整理

整備後

那賀川水系 大津田川

大谷溜

妙見池

Ｒ６設計協議中

Ｒ６工事完了

老朽化したため池の整備：
堤体の増強と併せて嵩上げをしたことで洪水調整機能の発揮が可能

「出典：国土地理院発行2.5万分1地形図 電子地形図25000(国土地理院)を加工して作成」

那賀川水系
一級河川 桑野川

妙見池

補強嵩上げ

・ほ場整備事業等の事業実施地区，新規採択地区及び
これまでにほ場整備が完成した地区で取組検討･導入促進

低水位管理・事前放流の推進

低水位管理 事前放流

・「徳島ため池管理支援センター」の活動により那賀川水系流域
の市町及び，ため池管理者等へ，農業用ため池の事前放流等
の取組を引き続き推進中
・「農業用ため池しゅんせつ事業」を活用し，農業用水及び洪水
調節容量の確保に向けた取組を引き続き推進中

堆積土砂

浚渫前

容量UP

浚渫後

「農業用ため池しゅんせつ事業」の活用

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（農業農村整備）

○「田んぼダム」の取組の検討・導入促進 ○ため池の活用の検討

徳島大学との連携により田んぼダムの
効果検証に着手

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定

徳島県

学識経験者による
現地調査・ワークショップ

ほ場整備 整備済み

実施中（整備予定）

田んぼダム取組エリア

令和７年度以降検討地区：黒地地区（阿南市那賀川町）

那賀川水系 一級河川 桑野川

大津田川



那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

○ほ場整備の実施に合わせ希少植物の保護を実施。
農地保全対策の取組による水路の排水機能保全に加え、農村環境の保全活動を行った。

●グリーンインフラ 環境にも配慮した生産性向上・農地の維持管理と農村環境の保全活動（農業農村整備）

水路の泥上げ

ｳﾏｽｹﾞ ｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈ ｵｸﾞﾙﾏ

ｺｲﾇｶﾞﾗｼ ｽｽﾞﾒﾉﾊｺﾍﾞ ﾉﾆﾅｶﾞ

ﾋﾒﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ

希少植物の保護

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定
徳島県・阿南市

地区内の希少植物

採取 移動・養生 工事完了後、畦畔等へ植戻す

多面的機能支払交付金により、農地を利用してコスモスを栽培、
地域資源の質的向上を図り、地域住民や農業者主催によるウォーキングイベントを開催。

地域とのつながり

自主施工による水路補修

農業用排水路の維持管理

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

阿南市

？

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（樋門の耐震化・津波対策）

〇辰巳工業団地の2樋門に阿南市役所から遠隔操作及び緊急時の自動閉鎖が可能なシステムを導入。
派川辰巳那賀川樋門の耐震対策完了。
引続き、辰巳那賀川樋門の耐震対策を進める。

R5年度 ：詳細設計業務完了。
R6年度 ：樋門新設工事に着手。
R7年度以降：引続き耐震対策を進める。

（樋門新設及び既設樋門撤去工事を実施）

耐震化、津波対策 完了済



被害対象を減少させるための対策（土地利用規制の検討）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

○市街化調整区域内の浸水ハザードエリア等における開発許可の厳格化（徳島県・阿南市）

・市街化調整区域内の「災害リスクの高いエリア」における住宅等の開発許可基準の見直し、令和４年

４月１日から開発許可の運用を厳格化

○立地適正化計画における防災指針の作成については、令和７年度に着手予定

○災害危険区域の指定は、現在指定に向けて検討中

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定

阿南市

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（施設の老朽化対策）

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和６年度の取組
阿南市

○那賀川北岸地域湛水防除施設ではストックマネジメント事業４期に伴い、太田川排水機場の2号フラップ弁の

更新と、野上排水機場の樋門に関する検討事業を行った。

○農業用施設（樋門）の改修工事を実施中。

岡川左岸２号樋門



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（農業農村整備）

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和６年度の取組
阿南市

○県営ほ場整備事業で設置された「田んぼダム」を多面的機能支払交付金事業を利用し、維持管理を行っている。

（長生広域協定）

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策対策（施設の老朽化対策）
（農業農村整備）

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和７年度の取組予定
阿南市

○那賀川北岸地域湛水防除施設ではストックマネジメント事業４期に伴い、老朽化した農業用用排水施設施設の

整備・更新を行う

○農業用施設（樋門）の改修工事を実施中。

○多面的機能支払交付金事業を利用し、「田んぼダム」を実施。（長生広域）



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策対策（側溝清掃）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和６年度の取組
令和７年度の取組予定

小松島市

○側溝清掃事業による排水能力の確保

【令和６年度の取り組み】

・側溝清掃事業で道路側溝及び排水路の土砂撤去、除草を実施し、排水
能力の確保に努めた。

【令和７年度の取り組み】

・令和６年度に引き続き、道路側溝及び排水路の排水能力を確保するため
側溝等の清掃を実施する。

清掃前 清掃後

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（排水施設の整備：ポンプ場建設）

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

〇令和１～３年度 土木工事（整地・基礎工事）
〇令和２～４年度 建築工事（建屋建設工事） 令和４年７月 建屋完成
〇令和４～６年度 ポンプ機械設備工事、沈砂池機械設備工事 令和６年５月完了

ポンプ場建設地

令和６年度の取組
令和７年度以降の取組予定

小松島市

小松島飛行場周辺障害防止対策事業として平成26年度より和田島地区にポンプ場を建設し、
排水施設を整備

○令和５～６年度 電気設備工事 （実施中）
〇令和６～７年度 流入渠・仮放流渠工事、ポンプ設備工事
（１号水中ポンプ）（実施中）
〇令和７～８年度 和田島排水機場（既存施設）解体工事
〇令和８～９年度 放流渠工事、場内整備工事

完了した工事

実施中の工事及び今後予定している工事



立地適正化計画制度は、拠点に都市機能を誘導し、その周辺に居住を
誘導することによって、コンパクトなまちづくりを進めるもので、
誘導区域内における交付金や金融上の支援措置、税制措置などのほか、
開発時の届出制度などにより、効率的な都市構造の実現を目指す仕組みと
なっています。

■居住・都市機能誘導区域・誘導施設の概要
立地適正化計画では、人口や都市機能（施設）の集積・誘導を図る
「居住誘導区域」「都市機能誘導区域」を位置付けるとともに、
どのような都市機能（施設）を誘導の対象とするか、
「誘導施設」を設定し、コンパクトなまちづくりを進めていきます。

居住誘導区域

•人口減少の中にあっても人口密度を維持していく
エリア

•生活サービスやコミュニティが持続的に確保され
るよう、居住を誘導

都市機能誘導区域

•各種サービスの効率的な提供を図るエリア
•医療・福祉・商業等の都市機能を都市の拠点に
誘導・集約

誘導施設

•都市機能誘導区域に立地を誘導すべきとされる
都市機能増進施設（医療・福祉・商業施設 等）

•現状、不足している機能（施設）や、今後も維持
が求められる機能（施設）を設定

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

○人口減少、少子・高齢化に対応し、経済活動や生活利便性が低下しないよう都市の拠点周辺に都市機能
・人口の集積を図り、安全性の高い区域に居住を誘導することで、安全で暮らしやすいまちづくりを
進めるための計画を策定します。

被害対象を減少させるための対策（立地適正化計画の策定）

令和６年度の取組結果
小松島市

【スケジュール】
●立地適正化計画（素案）の縦覧・パブリックコメント
１月１０日～1月２４日

●立地適正化計画（素案）の説明会
１月２０日

●立地適正化計画（素案）の公聴会
（公述申出があった場合、開催）
１月３０日

●都市計画審議会
２月頃 （予定）

●立地適正化計画 策定完了
３月末頃（予定）

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

○水防法第１４条の２に規定される「想定最大規模降雨」により公共下水道等の排水施設の排水能力を上
回り雨水を排除できなくなった場合、又は放流先の河川の水位上昇等に伴い公共下水道等の排水施設か
ら河川等に雨水を排除できなくなった場合に浸水が想定される区域を公表する。

被害対象を減少させるための対策（雨水出水浸水想定区域図の作成）

令和６年度の取組
令和７年度以降の取組予定

小松島市

【令和６年度の実施項目】
雨水出水浸水想定区域図の作成着手
雨水出水浸水想定区域図の完成

【令和７年度の実施項目】
内水ハザードマップの作成着手
内水ハザードマップの完成
内水ハザードマップの公表

小松島市公共下水道全体計画区域
（雨水） 約７０９ha



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（施設の保全管理）

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和６年度の取組
令和７年度の予定
小松島市

○多面的機能支払交付金事業による地域資源（農用地や水路等）の保全管理

【令和６年度の取組】
地域共同で行う、多面的機能を支える活動や、地域資源（農地、水路、農道等）の資質向上を図る活動を支援した。
①地域資源の基礎的な保全活動の実施 （水路の草刈りや泥上げなど）
②施設の軽微な補修 （水路の軽微な補修など）
③施設の長寿命化のための活動 （老朽化が進む水路等の補修・更新など）

【令和７年度の予定】
河川や水路の氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、引き続き、多面的機能支払交付金事業により、
地域共同で行う保全活動等を支援する。

［水路の草刈り］ ［水路の泥上げ］ ［水路の補修］

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（防災対策支援）

〇小松島市お散歩アプリ「こまポンウォーク」を活用した啓発及び周知を行う。

令和６年度の取組
小松島市

【令和6年度の実施項目】

□令和５年４月より運用を開始した、
お散歩アプリ「こまポンウォーク」の活用

・本市総合防災訓練と連動した「ミッション」

啓発ブースへの立ち寄りを促すため、読み込むことでポイ
ントが付与されるＱＲコードを設置。今年度は、「法律相談」「
災害ボランティア」「ペット防災啓発」「災害用伝言ダイヤル
体験」の４ブースにＱＲコードを設置し、全ブースへの訪問を
達成した来場者には、備えの参考として、備蓄食料の配布
を行った。



那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和６年度の取組
令和７年の取組予定

小松島市

日 時：令和6年10月27日（日）9：00～11：30
会 場：小松島市坂野小学校
主な内容：下記のとおり

○令和６年度小松島市総合防災訓練の実施

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（防災訓練）

□避難所開設・運営訓練□ペット同行避難訓練

発災後のペットに関する問題を踏まえ、

ペット同行避難及び避難者カードの記入や
係留方法の確認等を実施。また、飼い主を
含めた市民への普及啓発としての、ペットに
関する防災講話を実施した。

地域住民が主体となって避難所を開設できるよ
うに、開設の手順や避難者の受け入れの要領
等を確認後、訓練として避難者の受付と避難者
の状況に応じた避難スペースへの誘導を行っ
た。

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策（那賀川流域の森林整備）

○那賀町の森林面積は65,958haと町面積の95%を占めており、育成が悪い森林や道路から遠い
森林など、条件不利森林の手入れが遅れている森林が多いことから、このような森林を抽出し、
切捨間伐を実施している。R6年度は221.71haを予定している。R7年度は265haを計画中。

令和６年度の取組
令和７年の取組予定

那賀町

施業前

施業後

地区名 間伐面積
仁宇王子前 9.00
掛盤三田回り 6.81
和食郷 4.91
中山国近 7.32
中山中ノ谷 15.45
内山 30.00
木頭北川たいら 14.07
深森 3.10
水崎 7.11
川俣 22.83
長安 6.88
平野 9.49
雄寺谷 14.22
掛盤瀬津回り 16.61
うつゆ谷日浦 23.43
丈ケ谷六丁 3.98
雄奥畑 26.50

R6合計 221.71

地区名 間伐面積
中山萩の尾 6.00
中山西が原 10.00
仁宇王子前 10.00
仁宇学原 5.00
谷内下傍示 25.00
平野栗林 30.00
西納かくれごや 10.00
簗ノ上ヤナ谷 65.00
蔭谷土佐田山 20.00
蔭谷蔭山 20.00
桧曽根藤ノ平 22.00
桧曽根横ヶ谷 10.00
桧曽根芭蕉谷 10.00
白石堂宇久保 22.00

R7合計 265.00



那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（ケーブルテレビ放送による防災情報の配信）

○大雨による災害警戒時に、那賀町ケーブルテレビの自主放送により、雨量データ、ダム放流
量、ライブカメラ映像などの防災情報をわかりやすく配信する。

○令和７年度以降も継続して配信を行う。

令和６年度の取組
令和７年の取組予定

那賀町

●グリーンインフラの取組 流出抑制に関する対策（防災調整池等の雨水貯留・浸透施設の整備、自然地の保全）

○公園貯留の他、全域で農地保全,農業用道路･水路の保全,治山事業,林道開設.林道改良,森林整備。

※適宜複写して使用してください。

公園貯留

那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和６年度の取組
令和７年の取組予定

那賀町

農地保全 全域
農道・水路保全 全域
治山事業（12地区）
林道開設事業（町営6線，県営4線）
林道改良事業 全域
森林環境林整備事業 全域



那賀川水系流域治水プロジェクト
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

被害対象を減少させるための対策（ひろばの整備）

○徳島県の堤防盛土材として利用した那賀町鷲敷地区跡地を「防災ひろば」として
整備し、必要に応じて多目的に利用。

防災ひろばの整備
位置図

防災ひろばの整備

①

防災ひろばの整備

①

3
7

②

②

R4年度 排水路工事、沈砂池工事
R5年度 用地交渉、進入路工事着手
R6年度 進入路工事実施中

令和６年度の取組
那賀町

那賀川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

●グリーンインフラの取り組み 森林の整備保全

○ 那賀川水系上流域における森林整備事業

令和６年度の取組
徳島森林管理署

本数調整伐とは
保安林整備の一つとして、上層木となる立木の本数を調整
することにより、植栽木及び稚樹等が健全に成長するために
必要な成育空間と光環境を確保するために行うもの。

そのため、上層木の強固な樹幹の形成や強靭な根茎の発
達が促進されるため、保安林機能を高め、山地斜面の崩壊防
止に効果があるとされている。

本数調整伐実施

位置図

本数調整伐実施前 本数調整伐実施後



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（水源林造成事業による森林の整備・保全）

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

令和6年度の取組
令和7年度の取組予定
森林整備センター

◯水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の生長や下層植生

の繁茂を促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。

◯水源林造成事業は、水源の涵養上重要な奥地水源地域の民有保安林のうち、土地所有者の自助努力等によって適正な森林整備が見込
めない箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。

水源林造成事業の流れ

対象地 植栽 間伐除伐 成林

Ⅰ 那賀川流域の水源林造成事業地

◯那賀川流域における水源林造成事業地は、約140カ所（森林面積 約 4千ha)であり、流域治水に資する除間伐等の森林整備を計画的
に実施していきます。令和 6 年度は見込約 70 haの森林整備を実施します。（令和 7 年度においては、約 70 haの森林整備を予定。）

Ⅱ 徳島水源林整備事務所管内の水源林整備状況

植栽実施（木頭地区） 間伐実施（相生地区）

間伐実施（木頭地区） 間伐実施（木頭地区）

令和6年度事業（見込）

植栽事業 3ha
保育事業 70ha

水源林造成事業地
R6事業実施箇所

凡  例

那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

被害の軽減、早期復旧・復行のための対策（防災訓練・気象情報の新たな運用 ）

令和６年度の取組
徳島地方気象台

情報の改善のため観測や予測の強化の成果を順次反映し、
令和４年６月には、線状降水帯による大雨の可能性の半日程度前から
の呼びかけを
令和５年５月には、「顕著な大雨に関する気象情報」（線状降水帯の発
生をお知らせする情報）をこれまでより最大30分程度前倒しして発表する
運用を開始。
令和６年出水期には、令和４年度から開始した線状降水帯による大雨の
可能性の半日程度前からの呼びかけを、府県単位で実施。
（令和６年５月27日11時より運用開始）

防災気象情報の伝え方の改善（線状降水帯による大雨について）

○線状降水帯による大雨の可能性の半日程度前からの呼びかけを、府県単位とする

○令和６年度小松島市総合防災訓練への参加 令和６年10月27日に実施

被害の軽減を目的として、毎年開催されている
小松島市総合防災訓練に参加し、気象測器及び
防災気象情報を紹介するパネルを展示し、防災
気象の取得方法や見方について紹介した。



那賀川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ流域治水対策～

被害の軽減、早期復旧・復行のための対策（防災訓練・気象防災ワークショップ）

令和７年度の取組予定
徳島地方気象台

○気象防災ワークショップ

気象台等から発表される防災気象情報に基づく自治体の防災対応を疑似体験していただくもので
す。災害が発生するおそれがある状況において、気象台等から発表される様々な情報を参照しな
がら、少人数によるグループワークを行います。

このワークショップを通じて、各種の防災気象情報を適切に理解し、有効に活用するとともに、体制
の強化や避難情報の発令のタイミングなどに関する検討を行い、判断のポイントを学んでいただく
ことによって防災対応力の向上を目指しています。

○防災訓練での防災気象情報の普及啓発

被害の軽減を目的として、防災訓練に参加し、気象測器及び防災気象情報を紹介するパネルを展
示するなどして、防災気象の取得方法や見方について紹介します。


